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前期最終日(9/24)に補習校の運動会が行われました。  

準備や練習は１ ,２時間程度ですが、本番では、競技や  

進行をよく理解し、児童生徒はしっかりと動くことが  

できました。そのため、予定していた時間通りに進み、  

無理な進行はなかったように思います。  

運動会での目標 
○一人一人が頑張る姿を見せよう  

・最後まであきらめない。そこに感動があります。  

○助け合い、励まし合って盛り上げよう  

・素敵なチーム(赤組･白組)は、思い出もいっぱい。  

 ○失敗しても、その人を責めたりしない  

  ・失敗を恐れずにチャレンジすることが面白い。  

各競技内容 

・一部の競技で、やり直しをさせるときのタイミングやルールの  

徹底が必要と感じましたが、全体としては、ルールを守って競  

技がなされ、全力で楽しんでいる姿を見ることができました。  

・準備や審判のお手伝いをしてくれた中学部の皆さん､お疲れ様｡ 

応援態度 

 ・競技者に対してしっかりと応援が出来ており、本部席から見て  

態度も良かったです｡また、白組の応援から赤組の応援も活発  

になり、集中して運動会に参加できていました。  

結果 

・４勝（赤組）対３勝（白組）で、赤組の優勝でした。  

・どの学年も接戦で最後まであきらめない白熱した戦いでした。  

指導講評 

 ・競技中の怪我も軽傷でほとんど問題なく行うことができました。また、児童生徒に

とって３年ぶりの運動会は思い出に残る学校行事となりました。  

・運動会では、勝敗(かち･まけ)が分かれます。勝っても負けても、｢全力でやる､協力

してやる､楽しんでる」ことを行っていましたので、全員が心の勝利だと思います。  

運動会という学校行事を通して､心と体の成長が見られたのではないでしょうか｡ 

１０月からの後期授業が始まっています。運動会で見せた粘り強さで頑張りましょう｡ 

最後に、PA 役員の皆様、ご協力ありがとうございました。  



失敗しても反省を求めないリーダーの資質  

グループ内で、失敗をしたり、ミスをしたりした人に対して、  

反省をさせる場面を見ることがあります。しかし、その反省は  

謝るだけでこの場をやり過ごせば良いという勘違いにつながっ  

たり、失敗をおそれるあまりチャレンジする行動にブレーキをかけたりと、自発的な  

行動ができにくくなります。効果的な真の反省とは、反省者自身が行動を振り返り、  

｢何が悪かったのか､何を改善すべきか､具体的にどのように行動を変えればよいのか」  

を考えて、次の行動を起こすことです。そのためリーダーは、失敗した人が次の行動

を起こせるように、寛容的な姿勢でアドバイス(支援)を行うことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校からのお知らせとお願い 
① 活動記録ブック表紙絵コンクール：11 月５日(土) が締切りです。 

（サイズ：Ａ４サイズ／テーマ：補習校での活動 ※立体的な作品は不可） 

② 書道（11 月 12 日・19 日に実施） 

・学習指導要領に準じ、小学１・２年は水書、小学３年以上は墨書で実施します。 

・全学年、書道に必要な用具（半紙及び筆）は全て学校が用意します。 

・小 3 以上の児童生徒は、書道当日は汚れても良い服装（スカートよりもズボンが 

望ましい）で登校させてください。 

・長い髪の毛は結んでおいてください。 

③ COVID-19 だけでなくインフルエンザも流行  

ご家庭では登校日の児童生徒の健康観察を入念に行っていただき、 

体調が万全でないに場合は、登校を控えてください。 

④ 欠席する場合、必ず担任又は学校に事前の連絡 

くれぐれも無断で欠席することのないように、連絡をお願いいたします。 

  ※学校感染症罹患による欠席は、所定方法に従い罹患申告をしていただくことで、 

   欠席ではなく「出席停止」扱いとなります。なお、申告は任意です。 

※COVID-19 禍においては、学校や担任から個別に申告のご案内を差し上げてきま 

したが、今後は個別のご案内はいたしません。 

詳細は本校ホームページ「各種書類｣で確認の上、ご対応ください。 


